
 

 

情報科学専門学校 

令和 6年度学校関係者評価報告書 
 

1．学校関係者評価会実施要領 

日時 令和 6年 7月 30 日(火) 16：00～17：30 

場所 オンライン 

参加者 学校関係者評価委員 小川名 剛彦  一般社団法人神奈川県情報サービス産業協会 常務理事 

 外部委員 長谷川 長一  株式会社ラック新規事業開発部 産学官連携事業室 室長 

  松岡 秀和  株式会社日経統合システム上席執行役員 セキュリティ―ビジネスユニット長 

  迫頭 紳一    情報科学専門学校 情報セキュリティ学科 保護者 

 学校関係者評価委員 那須 宗夫 グループ長 

  小倉 正己 教務 GL 

  滋野 謙太郎 業務リーダー (34 年制学科 34学年担当) 

  鈴木 英人 業務リーダー(2 年制学科・1学年担当) 

  大久保 繁 業務リーダー(34 年制学科・2学年担当) 

  佐藤 真一 業務リーダー(2 年制学科・2学年担当) 

資料 ・令和 6年度学校関係者評価会 実施要領 

 

 

 



2．自己点検評価結果報告および各項目に対する学校関係者評価 

 2－1．教育理念・目標 

学校が設定する評価項目 自己点検評価の概要 学校関係者からの評価 

・理念・目的・育成人材像は定められているか（専

門分野の特性が明確になっているか） 

・学校の将来構想を描くために、業界の動向やニー

ズ調査しているか 

・各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応

する業界のニーズに向けて方向づけられている

か 

・学校における職業教育の特色は明確になってい

るか 

・理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが

学生・保護者等に周知されているか 

・学校の教育理念は開学以来、明確に示されている

が、必ずしも専門分野の特性が明確になっているわ

けではない。また、教育理念や目的、育成人材像が

教職員に十分理解され浸透するには至っていない。 

・保護者や学生に対して教育理念や目的、育成人材像

と日々の教育活動を関連付けて説明することが十

分に行えているとはいえない。 

・各学科の教育目標や育成人材像は明確にされてい

るものの、個別の授業科目への反映が十分に行き届

いているとはいえない。 

（時間により割愛） 

 

 

 

 

 

  



2－2．学校運営 

学校が設定する評価項目 自己点検評価の概要 学校関係者からの評価 

・専修学校設置基準及び職業実践専門課程認定要

件に沿った適切な運営がなされているか 

・運営組織や意志決定機能は、規則等において明確

化されているか、有効に機能しているか 

・教務・財務等の組織整備など意思決定システムは

整備されているか 

･目的等に沿った事業計画が策定されているか 

･事業計画に沿った運営方針が策定されているか 

･人事、給与に関する制度は整備されているか 

･教職員と非常勤講師等との定期的な情報共有を

図っているか 

･業界や地域社会等に対するコンプライアンス体

制が整備されているか 

･教育活動に関する情報公開が適切になされてい

るか 

･情報システム化等による業務の効率化が図られ

ているか 

･教育方針や目標を含むマネジメントシステムの

継続的な適合性、妥当性、有効性を確保するため

にマネジメントレビューを実施しているか 

･学生や保護者、その他利害関係者からの苦情・要

請等への対応など、不適合を特定し、対処する手

順（予防処置及び是正処置）を確立しているか 

･利害関係者が不満を抱いている場合や、利害関係

者と学校側とで意見の相違がある場合の相談受

付方法を案内しているか 

・学生数増加に伴う教員不足と教員各個の能力の差

により担当コマ数の負担は差異が生じている。 

・産学連携案件などで学外の関係者と意見の相違が

あった際に、担当者以外に相談するところがない。 

 

 

・新しいことに取り組もうとする姿勢、学校が時

代に合わせて変化していこうという姿勢が見て

取れる。企業の立場であるが、協力して同じよ

うに時代に合わせて変化していきたい。 

 

・生成AIはどんどん使ってほしい。レポート作成

などただ使うだけではなく、技術の裏付けや、

生成された成果物を正しく見極めるながら活用

してほしい。 

 

 

 

 



 

 2－3．教育活動 

学校が設定する評価項目 自己点検評価の概要 学校関係者からの評価 

・教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた

教育機関としての修業年限に対応した教育到達

レベルや学習時間の確保は明確にされているか 

・キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立った

カリュキュラムや教育方法の工夫・開発などが

実施されているか（iCD（ i コンピテンシ ディ

クショナリ）と関連付けて到達目標を明確にで

きているか） 

・教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等

が策定されているか 

・関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連

携により、カリキュラムの作成・見直し等が行わ

れているか 

・資格取得の指導体制、カリキュラムの中での体系

的な位置づけはあるか 

・講義および実習に関するシラバスは作成されて

いるか（学科等のカリキュラムは体系的に編成

されているか） 

・シラバス（作成されていればコマシラバス）には

到達目標が記載されているか（Can-Do を意識し

た到達目標の明示） 

・関連分野における実践的な職業教育（産学連携に

よるインターンシップ、実技・実習等）が体系的

に位置づけられているか 

・就職活動の早期化が進み特に2年制学科のカリキュ

ラムはスケジュールを見直すが必要がある。 

 

・将来的に実践 AI科や先端 ITシステム科など先進教

育分野について、人材確保・人材育成に困難が見込

まれる。 

 

 

・顧客のシステム開発にあたって業務と技術の間を

埋めるところが SE の役割であるが、IT 分野に限

らず学生時代から、目的と手段の合間を意識して

行動していると良い。 

 

・AI やデータサイエンスの領域は特別なことでは

なく、どんな分野でも必要な共通の基盤として備

わっていてほしい。 

 



・シラバスあるいは講義要項（作成されていればコ

マシラバス）は事前に学生に配布され、授業で有

効活用されているか 

・実技・実習が講義と連動するなど、効果的学習に

配慮されているか 

・カリキュラムに関し、定期的に外部者（IT 企業、

情報系業界団体等）の評価や意見を取り入れて

いるか 

・実技・実習に先立って、職業倫理や情報の取扱い

に関する規程・マニュアルや規則（情報セキュリ

ティ、個人情報の管理・取扱い、著作権、SNS の

利用等）が整備され、公表されているか 

・成績評価・単位認定の基準は明確になっているか 

・カリキュラムの作成・見直し等に関し、外部関係

者からの評価や意見を取り入れているか 

・閲覧権限の設定がなされ、個人情報保護への配慮

がされているか 

・人材育成目標に向け授業を行うことができる要

件を備えた教員を確保しているか 

 

 

 

 

 

 

 

 



2－4．学修成果 

学校が設定する評価項目 自己点検評価の概要 学校関係者からの評価 

・学生の学修成果の評価に際して、育成する人材像

に沿った評価項目を定め、明確な基準で実施され

ているか 

・目標とする資格試験への合格率はどうか 

・卒業生の就職率はどの程度か 

・退学率の低減が図られているか 

・卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握し

ているか（卒業生の就職後の動向を出来るだけ把

握し、卒業後にも就職その他の支援を行っている

か） 

・評価目標ならびに想定される評価範囲を記述で

きているか 

・学生の評価だけでなく、教職員やカリキュラムの

評価も含め、評価方法及び手段、スケジュール及

び根拠を記述しているか 

・成績証明書等、評価結果が社会的通用性を高める

形式となっているか 

・ニーズ調査結果に基づき目的（到達目標）を設定

し、目的に対する評価を結論としてとりまとめた

評価報告書を作成しているか 

・学習サービス（教育・訓練）を受託または委託す

る場合、目的、要望、最終目標及び要件を明確に

しているか 

・卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の

教育活動の改善に活用されているか 

・卒業した学生の企業での動向についての把握が難

しい。 

 

・同業種で要職に就いてる卒業生も多い事から、企業

間での横の繋がりも期待したい。 

・就職については、採用する側も早まっている実感

はあるが、12 月以前にまで早まるということはな

い。 

・e スポーツを学ぶ先端 IT システム科の就職につ

いては、実際のスポーツ競技と同じでプロのプレ

イヤーを目指すことは現実的ではない。プレイヤ

ーとエンジニアとしての学びを分け現実的な選

択をしていくことも大事。 

 

 



2－5．学生支援 

学校が設定する評価項目 自己点検評価の概要 学校関係者からの評価 

・進路・就職に関する支援体制は整備されているか 

・学生相談に関する体制は整備されているか 

・保護者と適切に連携しているか 

・社会人学生のニーズを踏まえた教育環境が整備

されているか 

・卒業生への支援体制はあるか 

・図書室・図書コーナー等、ホットライン、カウン

セリングサービス、コンピュータの利用、メンタ

リングなどの学習サポートについて案内してい

るか 

・学生の経済的側面に対する支援体制は整備され

ているか 

・学生の健康管理を担う組織体制はあるか 

・課外活動に対する支援体制は整備されているか 

・学生の生活環境への支援は行われているか 

・高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教

育、職業教育の取り組みが行われているか 

・コロナ禍で高校等との連携したキャリア教育・職業

教育のとりくみの開催が困難であったため、コロナ

禍前に比べると活動が縮小している。 

 

・インターンやコンテストについても同様に参加す

る機会が減少している。 

・学生との距離感は近すぎず、遠すぎずを心がけて

いる。強化の指導だけでは信頼関係を築くのは難

しいが、近すぎるのも問題がある。 

 

・企業でも同じ趣味の仲間が集う同好会などがあ

り、会社が活動場所や活動費を提供しているケー

スもある。学校においても、クラスやゼミ以外の

コミュニティーも有効ではないか。 

 

  

  



 

2－6．教育環境 

学校が設定する評価項目 自己点検評価の概要 学校関係者からの評価 

・施設・設備は、教育上の必要性に十分対応でき

るよう整備されているか（講義室は学生数、時

間割にあわせ、無理なく配備されているか。ま

たその大きさは学生数に見合ったものである

か） 

・カリキュラム上必要となる実習に用いる器材及

びソフトウェア等を使用できる実習環境が備わ

っているか。また必要な数のライセンスが準備

されているか。 
・学校施設・備品等が定期的に管理・点検されて

いるか。 

・教職員に対して、学習指導のための教育訓練や

安全管理のための避難訓練を実施しているか 

・防災に対する体制は整備されているか 

・学内外の実習施設、インターンシップ、海外研

修等について十分な教育体制を整備しているか 

・コロナが解消され一斉登校、対面授業になったこと

で、部分的に環境整備が追い付いていないところが

ある。 

 

・オンラインによってインターンシップなども開催

しやすくなった。利用できるところは上手く利用

してほしい。 

 

 

 

 

 

  



 2－7．学生の受入れ募集 

学校が設定する評価項目 自己点検評価の概要 学校関係者からの評価 

・学生募集活動は、適正に行われているか（例えば、

入学願書などの契約書を取り交わし、それらの

文書を適切に管理しているか） 

・履歴書（学歴、所有資格など）を適切に入手し、

適切な管理を行っているか 

・学校案内等には選抜方法など、入学に必要なスキ

ル、資格、職業経験などの、前提となる要件が明

示されているか 

・学校案内等に、学費、受験料、学習教材の購入費

等が明示されているか 

・学生募集活動において、教育成果は正確に伝えら

れているか 

・評価手段及びその基準、修了時に発行される証明

書等について説明しているか 

・学力の不足や障がいに関する特別なニーズを特

定しているか 

・教育の履行、人的・物的資源の提供、個人情報の

取り扱い、安全管理など、学校側の義務と責任を

学生と保護者に案内しているか 

・学納金は妥当なものとなっているか 

・学科ごとの特徴や魅力をより明確に発信していき

たい。 

・学校の認知向上のため、社会人向けの教育訓練等を

検討したい。 

 

・社会人に向けた職業訓練については、情報科学専

門学校が自校ならではと呼べるコンテンツを提供

できたら良い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 2－8．財務  

学校が設定する評価項目 自己点検評価の概要 学校関係者からの評価 

・財務について会計監査が適正に行われているか 

・財務情報公開の体制整備はできているか 

・中長期的に学校の財務基盤は安定しているとい

えるか 

・予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなってい

るか 

・現状財務基盤は安定しており、継続的な学校運営に

問題ない状況である。 

（時間により割愛） 

 

 

2－9．法令等の遵守 

学校が設定する評価項目 自己点検評価の概要 学校関係者からの評価 

・個人情報に関し、その保護のための対策がとられ

ているか 

・法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営が

なされているか 

・文書管理規程、文書管理リスト（ファイル管理簿）

ならびに決裁の流れを含む決裁規程（文書処理

規程）が文書化されているか 

・自己点検・評価や内部監査の実施と問題点の改善

に努めているか 

・監査や評価基準の知識を有する適任者により適

切に監査され、当該課程・部署の責任者に監査結

果を報告しているか    

・個人情報の扱いやコンプライアンスなど教職員の

研修を適宜行う。 

 

 

（時間により割愛） 

 

 

  



2－10．社会貢献・地域貢献 

学校が設定する評価項目 自己点検評価の概要 学校関係者からの評価 

・学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域

貢献を行っているか 

・学生のボランティア活動を奨励、支援しているか 

・地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練

等を含む）の受託等を積極的に実施しているか 

 

・コロナ禍により学外活動の制約があったが、今年度

は解消され活動を再開していきたい。 

 

 

・会社で行う業務においてSDGsのどの項目に貢献す

るかを意識することがある。学生時代に取り組んで

いる作品作りや研究の中でもSDGsの観点ではどの

ような活動にあたるのかを意識しておくのも良い。 

 

 

 

2－11．国際交流 

学校が設定する評価項目 自己点検評価の概要 学校関係者からの評価 

・留学生の受入れ・派遣について戦略を持って行っ

ているか 

・留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において適切

な手続き等がとられているか 

・留学生の学修・生活指導等について学内に適切な

体制が整備されているか 

・学修成果が国内外で評価される取組を行って 

いるか 

・近年、入学を希望する留学生がおらず、留学生の在

籍数は 0名となっている。 

・コロナ禍で国際交流が制限されていたが、今後の動

向を把握し留学生の受け入れも検討していく。 

 

 

 

（時間により割愛） 

 

 

以上 

 

 

次回、R06 年度の自己点検・評価に関する学校関係者評価委員会は 2025 年 7 月に開催させていただきます。 


